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【硯海のなりたち】
本誌で100号となる会報誌「硯海」。
硯海が初めて創刊されたのは 1985年（昭和60年）でした。
そのいわれは、毛利綱元の“薄墨の松もる夜半はかすめとも硯の海にはるる月影”の引
用で、もともと関門の海のことを古来硯海と称して薄墨に引っ掛けた潮止めの静かな
海の意味からきています。
創刊されて38年、100号までの長い道のりの中で諸先輩方が築いてきた歴史を受け
継ぎ、下関商工会議所青年部はさらなる発展に向けて邁進してまいります。
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令和4年度
下関商工会議所青年部
第43代会長　中尾　宏至

【はじめに】
　「感謝と笑顔　～仲間を信じ仲間と共に活動する～」のスローガンの
もと、頼もしい仲間と走り抜けた１年間は充実し「あっという間」に感じま
した。令和４年度下関商工会議所青年部の活動に対しまして、深いご
理解とご支援ご協力をいただきました関係各位の皆様には、会員を代表
して心より感謝申し上げます。
【令和４年度について】
　令和４年度は「新型コロナウイルス」の影響を受けつつも仲間と共に
試行錯誤し青年部活動を再開していく「チャレンジ」の年でした。まず５月
には「しものせき海峡まつり　源平まつり」を入場制限等はあったものの

３年振りに姉妹都市ひろばにて現
地開催することが出来ました。来
場いただいた方々の笑顔を拝見し
開催できて本当によかったと強く
実感しました。また、渡航条件厳し
い中でしたが、９月には３年振りに
済州島へ訪問し済州商工会議所
青年部会との交流も再開すること
が出来ました。そして、年度当初よ
り掲げていました会員拡大につい
ては、多くの方にご協力いただき
17名の方に入会いただけました。

その他にも年度を通して多くの仲間の創意工夫のおかげで数多くの貴
重な経験をすることが出来ました。私たち下関商工会議所青年部を取り
巻く環境は変われど、仲間を信じ仲間と共に「チャレンジ」し続けることの
重要性をあらためて学ぶことができた１年間となりました。
　私たちに数多くの機会とご縁をいただきました全ての皆様に、本誌
「硯海」の元気な活動報告と、笑顔の写真をもってお礼のご挨拶に代え
させていただきます。
【最後に】
　令和５年度は阿部隆昌新会長のもと、会員一丸となってますます元
気に活動を展開して参ります。今後とも下関商工会議所青年部への変
わらぬご支援とご協力の程よろしくお願い申し上げます。
１年間本当にありがとうございました。

◀令和5年度第44代会長に承認さ
れ、青年部に対する熱い想いを語り
ながらメンバーの前で決意表明を行
う阿部隆昌次年度会長。

3年ぶりに開催した
忘年会で、少し緊
張の面持ちで挨拶
をする中尾宏至会
長（右）と阿部隆昌
令和5年度会長
（右下）。

前田晋太郎下関市長のご祝辞（左上）、中村高志
商工会議所副会頭による乾杯ご挨拶（左下）。

臨時総会で議長を務めた▶
佐藤誠会員。

12/8㊍

令和4年度を振り返って
令和4年度会長挨拶

臨時総会・12月例会

─2─



▲中尾宏至会長による始球式。

▲済州商工会議所青年部との関わり
や歴史を知り、今後の交流について
ディスカッションを行いました。

▲総括は特に手法を定めず委員会ごとに
メンバー全員が登壇し、自由形式で一年間
の総括の発表が行われました。

済州島の紹介や挨拶を頂戴し、冨永
洋一OBより「できる事を考える」と大
切なメッセージも頂きました。

株式会社ミカド交設代表取締役の吉
野一彦様（上）と吉野様が所属されて
いる山口県中小企業家同友会下関
支部メンバーの皆様（左）を講師として
お迎えし講義・実演いただきました。 

例会終了後には、卒会式が行われました。卒会
式ではOBの先輩方や同期メンバーなどそれぞれ
思い出のある方から卒会者へ向けたメッセージを
いただいたお祝いメッセージ動画の上映がありま
した。

卒会者3分間スピー
チでは一人ひとりの
熱い思いを現役メン
バーに向けて伝えて
いただきました。

▼3分間スピーチを前に緊張した面持ちの後期新入会員。

まつり関係諸団体の方をゲストに迎え、
モルックを通じて交流を深めました。

ゲームを通じて相手に感
情を正しく伝えること、正し
く受け取ることの難しさを学
びました。

10/11㊋

11/8㊋

1/10㊋

2/8㊌

3/8㊌

▼同友会のメンバー4名によるグループディ
スカッションの実演が行われました。

10月例会10月例会 下関YEG版 Let'sモルック！～感謝と笑顔でつながろう！～
（地域活性化委員会）
下関YEG版 Let'sモルック！～感謝と笑顔でつながろう！～
（地域活性化委員会）

1月例会1月例会 実録！！済州商工会議所青年部会との交流の歴史と展望
（広域連携委員会）
実録！！済州商工会議所青年部会との交流の歴史と展望
（広域連携委員会）

3月例会3月例会 リザルトレポート 令和４年度の総括
（広報委員会）
リザルトレポート 令和４年度の総括
（広報委員会）

11月例会11月例会 新入会員３分間スピーチ・下関YEG版【はぁって言うゲーム】
（会員開発委員会・会員交流委員会）
新入会員３分間スピーチ・下関YEG版【はぁって言うゲーム】
（会員開発委員会・会員交流委員会）

2月例会2月例会 これからの時代に必要とされるファシリテーター
（経営委員会）
これからの時代に必要とされるファシリテーター
（経営委員会）
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「相続登記」と、「株式の相続」について法的な見地から学びました。

講師を務めた内田悠太会員（下）と宇都宮政隆会員（右）。▶
▼

司会進行を務めた、山口拓音会員
（左）と舩越健太会員（右）。▼

講師を務めていただいた
門司港レトロ倶楽部の原田登志之様
（左）と茶屋道裕美様（中）。

10/27㊍

門司港の歴史やレトロ誕生の
経緯、門司港レトロ倶楽部の
活動などを講演いただきました。
講演後はたくさんの質問が上
がり大変盛り上がりました。

下関商工会議所職員として当青年部の事務局
担当をしていただいている森野未奈事務局に講
師として登壇いただきました。

1/27㊎

2/15㊌
下関商工会議
所の事業内容や
地域の役割につ
いてお話いただ
きました。

公 開 委 員 会 レ ポ ー ト
経営委員会が贈る。知らなきゃ損する話「相続と登記義務化～株式を添えて～」
（経営委員会）

商工会議所って何するところ？
（会員開発委員会）

「知ろう！門司港レトロ倶楽部！」～仲間と共に活動しよう！～
（地域活性化委員会）

令和5年度日本YEG会長予定の
高松YEGの木村麻子会員。▶

懇親会では他単会の参加者と懇
親を深めることができました。▶

◀中尾宏至会長と阿部隆昌
令和5年度会長が参加しまし
た。

11/11㊎

10/21㊎・2
2㊏

2/17㊎・18
㊏

記念講演、はつかいちマル
シェおよび記念式典が開催
され、中尾宏至会長をはじ
めとする8名のメンバーが参
加しました。

下関YEGからは、中尾宏至会長を始
め、卒会者6名を含む11名で参加い
たしました。雪がまだ残る中、移動が大
変でしたが卒会者と現役会員が懇親
を深める有意義な大会となりました。

日本商工会議所青年部連合会事業
第40回全国会長研修会
「笑売繁盛　喜多大阪会議」

日本商工会議所青年部
第42回全国大会
美の国あきた大会

第40回中国ブロック大会廿日市大会
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社会福祉事業
の一環として青
年部活動やゴ
ルフ同好会「苦
和会」において
チャリティー募
金を行っており、

本年度で10回目となる寄付となりました。
中尾宏至会長が代表として下関市社会福祉協
議会へ伺い、募金していただいた浄財とマスクを
寄付いたしました。

新入会員も多く
参加し、事故等も
なく安心安全に
執り行うことがで
きました。 総勢30名のメンバーが参加

しました。早朝からお疲れ様
でした！

講師を務めた
内田悠太会員（右）と
宇都宮正隆会員（下）
▼

約3年振りの開催もあり、懐かしい顔ぶれとの再
会、各会の新入会員との交流もでき大いに盛り
上がりました。

当日は微妙な天気で気温も低い中ではありました
が、参加者は皆元気にプレーしスコアを競い合い
ました。17名の参加者の中から栄えある優勝をつ
かみ取ったのは森誠志朗OBでした！

セービング陸上競技場で行われたレノファ山口FCの試合前に、場外会場に
て無料で1000杯のふく鍋をふるまいました。前期・後期新入会員をはじめとす
る23名のメンバーで早朝から準備を行い、14時のキックオフ前にはすべて提
供することができました。

11/6㊐

11/27㊐ メンバーのご家族・お子さんも
多数参加いただき、綺麗な苗
をたくさん植えることができまし
た。

植付けの前には
草取り・清掃も
行います。 12/4㊐

12/25㊐

親睦会当日は快晴でたくさんのご家族の
方々に参加いただきました。BBQだけでなく
ワカサギ釣り等もあり会員家族との親睦も深
まる大変楽しい会となりました。

◀講師を迎えて
メタルマッチを
使った火起こし
体験も開催しま
した。

参加者同士で会話をしながら
BBQを楽しみました。

10/2㊐

3/29㊌ 3/19㊐

行 事 活 動 レ ポ ー ト

下関海響マラソン2022　ボランティア

第８回　三団体交流事業 下関花いっぱい計画

令和4年度 第1回苦和会開催 レノファ山口 下関ホームゲーム ふく鍋ふるまい

社会福祉協議会寄付 豊田湖畔公園キャンプ場BBQ親睦会
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令和5年度
下関商工会議所青年部
第44代会長　阿部　隆昌
　下関商工会議所青年部は、今年度で４４年目を迎えます。長い年
月をかけ下関商工会議所青年部の礎を築いていただいた諸先輩方
に尊敬の念を抱くとともに、青年部の活動を通じてかけがえのない仲
間に出会えたことを心より感謝申し上げます。
　ここ数年間、コロナ禍により私たちを取り巻く環境が大きく変化し
ました。しかし私たち青年部はこのような環境も自己研鑽の場と捉
え、変化を恐れず試行錯誤しながら活動してまいりました。昨年度に

引き続き今年度も、常に何ができるのかを模索しより強い組織になる
よう邁進してまいります。
　最初の「一歩」から一歩一歩積み上げ、目標達成である「百歩」
目を目指すという意味で令和５年度のスローガンを「一歩百歩」と掲
げました。
　新しい目標に向けて踏み出す最初の「一歩」は、大きな勇気が必
要で簡単なことではありません。また「百歩」という目標達成に向けて
の一歩一歩は並大抵の努力では進めません。青年部活動を通じて、
会員に一歩踏み出す勇気を与え百歩目まで進む後押しとなるよう努
めてまいります。
　さらに、約１００人の会員がいる下関商工会議所青年部の一人一
人が「一歩」踏み出し、力を
合わせれば「百歩」の力とな
ります。一人では困難なこと
も会員全員で取り組めば大
きな成果を生み出し、その行
動や結果は必ずや会員の成
長につながるものと確信して
おります。
　会員一人一人が新時代
の先頭に立ち、自企業や地
域の発展により一層貢献で
きる一年間にしてまいりま
す。

中尾宏至会長をはじめ
とする現役会員4名、
OB会員４名が参加し各
単会の会員と親睦を深
めることが出来ました。

新南陽YEG主管で開催され、中尾宏至会長はじめ5名で参加しました。会長会議
では情報交換や県青連事業の決算報告が行われ、会員アワーでは㈱はつもみぢ
の原田康宏社長より日本酒学の講座等開催されました。

今年度卒会される
内田仁平会員、高
山徹会員、三島秀
昭会員を含む計 15
名が参加しました。
懇親会では「卒会
者の主張」と題し
た企画も開催されま
した。▶

10/9㊐

12/10㊏

会長会議は長門中央公民館で、会員ア
ワーは長門商工会議所で開催されました。
会員アワーでは県連の会員情報検索システ
ムを利用してゲーム感覚でクエストを攻略し
ていきながら活用方法を学べる企画が実施
されました。

3/4㊏

一歩百歩　令和5年度　会長所信令和5年度スローガン

山口県商工会議所青年部連合会事業
県青連第23回親睦ゴルフ大会

第4回会長会議・会員アワー

第5回会長会議・会員アワー
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　硯海が創刊されてから100号を迎えるに至りました。　
　この記念すべき100号発行にあたり、下関商工会議所川
上康男会頭（左上）、女性会伊藤ひろ子会長（右上）、青年部
OB会松尾明一会長（左下）、中尾宏至会長（右下）に撮影ご
協力を賜り表紙を飾ることができました。
　お忙しい中撮影に際しお集まりいただきましたこと、広報

委員会メンバー一同心
から感謝申し上げます。
　硯海創刊100号という歴史を再認識し、これ
からも当青年部の事業・活動を内外に積極的に
発信していきたいと思います。

一歩百歩　令和5年度　会長所信

　硯海100号という、記念の会報誌で新入会員の皆
さんと一緒に紹介頂けることを光栄に感じて紹介文
を考えました。
　入会して数カ月が経ちますが、室長、委員長、両副
委員長のお蔭さまで、まずは楽しく、時には真剣に、そ
して熱く会員開発委員会に参加しており、日頃の感謝
を申し上げます。
　そして諸先輩方も温かくお迎え頂き、例会・懇親会
等の交流を通じて、多くの方とのご縁が広がってきて
いると実感しています。
　硯海の語源の一つである硯の溜まる墨のように、
沢山の経験・出会い・活動を通して、同期と一緒に濃
く成長していきたいと考えています。よろしくお願い
申し上げます。

杉江 直行
杉江大輔
社会保険労務士事務所

　“ 一歩前のこの道を行かなければ… だって僕は僕
を失う為に生きてきたんじゃない… ”これは、長渕剛
さんが「逆流」という曲の中で歌われている歌詞の一
部です。私はこの歌詞が大好きです。何があろうと、前
向きに、突き進む。そして、自分自身の弱い心と向き合
い、強い意志でモノゴトに向き合える、そんな気持ち
にさせてくれるとてもステキな言葉です。
　話しは変わりますが、YEGでもステキな言葉と出会
いました。それは“自己研鑽”です。これまでの私にとっ
てあまり身近な言葉ではありませんでしたが、改めて
今の自分に必要な言葉だと強く思いました。YEG活
動を通じて自己研鑽に励み、力の限り貢献したいと思
います。

原 陽介
株式会社原工務店

　美容室。エステ。写真屋。コーティング屋も始める
欲張りな原田悦宏です。今後ともよろしくお願い致し
ます。
　YEGに入会させていただき早半年。かなり刺激的
な先輩達に出会い、組織に対して真剣な先輩達の背
中をみさせていただいております。
　基本的に人見知りなのでYEGを通してどんどん人
と仲良くなれる様に活動していきたいです。
　フットワークは軽いので是非飲みのお誘い待って
ます！

原田 悦宏
アモルファミリー株式会社

　新入会員のシゲこと檜垣政成です。ラブラブな新婚
生活を送っております！
　入会からの数か月で、すでに多くの経験と学びがあ
りました。
　レノファ山口の下関開催でのふく鍋や下関海響マ
ラソンのボランティア活動、
公開委員会での勉強など全てが刺激的で経験豊富で
素敵な諸先輩方や漢臭くキャラクターの濃い同期に
恵まれ楽しく活動が出来ております。
　今後も活動を通じて出会った人との絆を大切にし
ながら自己研鑽に励み、
微力ながら地域貢献に尽力してまいります！檜垣 政成

株式会社豊原商店

　令和四年度後期新入会員の福永と申します。
　入会後初めての行事参加となった、レノファ山口
ホームゲームでのふく鍋の振舞い。理事の方をはじめ
前期後期のメンバーと盛り上げる事ができ、大変良
かったです。
　また、新入会員の登竜門である三分間スピーチは
緊張の中、何とか終える事が出来、ホッとしてます。
　コロナの終息が見えない中ではありますが、YEG
活動に積極的に参加しOBの方先輩方そして同期メ
ンバーと多くの交流を深め、たくさんの事を学んでい
きたいと思っておりますので今後とも宜しくお願いし
ます。福永 和徳

下関グランドホテル
株式会社

　私の名前は「舩越健太」です！皆様の前で初めてマ
イクを握らせて頂いた「３分間スピーチ」何をお話し
すれば、皆様に「私」が伝わるのか？を勝手にテーマ
にしてお話しました。上手にお伝えすることができた
でしょうか？
　仕事が大好きな私は、一日中仕事の事を考え生活
していますが、YEG活動に参加することで、私の一日
に少しだけ違う場所で、違うことを考える瞬間が訪
れました。私にとってはとても新鮮で、心と体にシゲ
キが！卒会までの５年間、シゲキを求めて何事にも前
向きに取り組みます！舩越健太をもっと知ってほし
い！「同じやるなら何事も情熱を持って取り組む！」ボ
ケーっとしていたらツッコミよろしくお願いします！

舩越 健太
マリンフーズ株式会社

　令和4年度後期新入会員の丸谷です。
　YEGに入会して数ヶ月経ちましたが、3分間スピー
チや委員会や例会など様々な経験をさせていただき
ました。
　自分に足りない部分ばかりを痛感しているので
日々勉強中です。
　特に3分間スピーチでは、緊張から反省点が多く自
分を見つめ直す良い機会になりました。
　ただ、ここまでYEG活動を経て「楽しい」という気持
ちが一番強いと思います。
　これからも同期や先輩方、多くの方とのつながりを
持って下関に少しでも貢献できるようにYEG活動し
ていきたいと思っていますので、宜しくお願い致しま
す。

丸谷 亘平
有限会社パイプライン

　縁があり勤務地となった下関をもっとよく知りた
い、そして下関を自分にとっての「第二の故郷」にした
いとの想いから下関YEGに入会しました。「ふく鍋ふ
るまい」や「海響マラソン」のボランティア活動、「三分
間スピーチ」をはじめ、YEGに入らなければ得られな
かった多くの貴重な経験をさせて頂けたことに感謝
しています。そして何よりも、同期という世代や業種の
異なる「仲間」と出会い、多くのことを語り合ったこと
が自分にとって一番の財産です。転勤もあり限られた
活動期間になるからこそ、精一杯YEG活動にも取り
組み、下関のことをもっと知り、盛り上げていければと
思っておりますので、今後ともどうぞよろしくお願いい
たします。

若松 勇人
第一生命保険 山口支社

　令和4年度後期新入会員の長岡代理所の山口拓音
です。入会から数ヶ月経ち、例会や行事に参加する中
で、今までの生活では得られない新鮮な学びや多くの
刺激を受けました。特に３分間スピーチでは多くの方
から見られる中、予想以上に緊張し、上手く話す事が出
来ませんでした。未だに先輩方とお話しする際は緊張
してしまい、自己表現がまだまだ未熟だと感じていま
す。
　今後も積極的に、できるだけ多くのYEG活動に参加
し、山口拓音の実はユーモラスな面をアピールしてい
きたいです。卒会まで１７年ある中で、長いと思うか短
いと思うかは自分次第です。終わった時に楽しかった、
精一杯やり切ったと思えるようなYEG活動となるよう
にしていきたいです。

山口 拓音
長岡代理所

令 和 4 年 度 後 期 新 入 会 員

硯海100号編集後記
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一歩百歩　令和5年度　会長所信

　30歳の時に入会をする御縁をい
ただき長いようでとても短かった
15年間でした。
　その間には創立35周年式典に参
加することができてYEGの結束力
の高さを感じることができました。
しかしこの3年ほどはコロナ禍で思
うような活動はできず悔しい思いも
しましたね。最後の年は地域活性化
委員会に配属されて規模は小さく
なったけれど海峡祭りに参加できた
ことはとても良い思い出になりまし
た。現役のみなさんはどんどん活動
の幅が広がってくると思います。活
躍を期待していますよ。

池上 彰浩
有限会社サンライト

　令和元年に入会し、たくさんの
仲間や先輩と出会うことができま
した。大変だったことも多々あり
ましたが、それ以上に、楽しい思
い出がたくさんできました。何よ
りも、仲間との絆ができたことに
感謝しています。
　今まで、大変お世話になりまし
た。これからの下関YEGのますま
すのご発展を祈念しています。

大平 英明
大平自動車商会

　平成24年度前期に入会し、今
思えばあっという間の卒会です。
青年部活動を通して沢山の学び
と、一生付き合っていける仲間と
の出会いが宝物です。振り返ると
入会した当時、お酒はあまり飲ま
なかったんですが、10数年でどれ
だけの酒を飲んだのやら・・・。それ
に伴い体重増加・・・。他いろんなこ
とがありましたが書けません。卒
会を迎えて、体重を入会時に戻し
ました。いい思い出しかありませ
ん。これを機に夜も卒業しようと思
います。出会えた全ての方に感謝
です。有難うございました。

窪薗 誠也
株式会社ZON

　平成15年前期に入会し、無事
に卒会を迎えることが出来たのも
沢山の方からの支えがあったから
だと思います。家族、会社、なんと
いっても20年の活動を共にした
先輩方、現役メンバーの皆様のお
かげだと感謝しております。何か
一つでも歯車が狂うと卒会を迎え
ることが出来なかったと思います。
ありがとうございました。楽しい時
期、そうでない時期もありました
が、今思えば全ての活動期間が自
分にとって良い思い出です。YEG
を通して知り合うことのできた皆
様本当にありがとうございました。

中島 崇智
株式会社ヤタベ

　皆さまありがとうございまし
た。14年間とても明るく・楽しく・
元気よく活動できたのも皆様の
おかげだと思います。困ったとき
はすぐに助けてくれる人、苦しい
ときは共に苦しんでくれる人、楽
しいときは一緒に笑ってくれる人
様々。私にとって下関YEGは青
春の1ページでした。これからは
YEGで学んだことを生かして
ページ数を増やしていきたいと
思います。
　OBの先輩方や現役会員の仲
間全ての方に感謝いたします。

内田 仁平
有限会社宮西工業

　本会での活動を通じ、様々な方との
繋がりや経験をさせて頂くことで、多く
の学びがございました。皆さま本当に
有難うございました。しかしながら、自
分の価値観やルールによって、時には
社業やプライベートを優先し怠る事も
あり、今しかできない大切な時間を自
ら放棄していたと自省しております。そ
の事をしっかり理解していれば、より有
意義な時間を過ごせていたに違いない
と卒会を間近に思っております。
　「自分の価値観やルール」に囚われ
過ぎず柔軟に物事をとらえ、新しい価
値観を創造していくという事が如何に
難しく大切であるかを感じました。

尾﨑 昭嗣
株式会社尾﨑

　平成28年度前期に入会し、
あっという間の7年間でした。
　入会して数年、あまり青年部活
動に参加できずご迷惑をお掛け
しましたが、先輩方・仲間と酒を
酌み交わしながら仕事の話しは
もちろんのこと、時には馬鹿話を
した楽しい時間を持てたこと本当
に感謝しています。
　お世話になった皆様ありがと
うございました。佐藤 誠

株式会社ものばんく

　40歳で入会し、あっという間に卒会とな
りました。同期にも恵まれ楽しいYEG生活
を送る事が出来ました。在籍中はいたらぬ
点もあったかと思いますが、お世話になり
ありがとうございました。
　YEGでは多くのことを学ばせていただき
ました、YEGの良いところは、やはり人だと
思います。多種、多様な会社の方々とお話
しする事はかけがえのない財産となってい
ます。今後もYEGで教えていただいたこと
を糧にし、活かしていきたいと思います。
　最後になりましたが、みなさまのご活躍
とご発展を心よりお祈りしています。下関
経済人としての誇りを持ち、諸先輩方に恥
ずかしくない行動をして下さい。本当にあり
がとうございました。

吹原 健仁
Lounge Amber

　平成19年後期に入会して、あっとい
う間に卒会を迎えました。
　最初は右も左もわからず、戸惑いが
沢山ありました。ようやく慣れた頃委員
長や副委員長も経験させて頂き、理事
会でのプレゼンは貴重な体験であり、
今でも仕事に活きています。
　中でも印象深いのは家族を連れて
の親睦会です。
　普段なかなか家にいない自身にとっ
てはいいリフレッシュであり、何より家
族が楽しそうなのが嬉しい一時でし
た。
　卒会してしまいますが、この経験を
活かし仕事や家庭に楽しんでいきま
す。現役のみなさん充分青年部を楽し
んでください。

梅田 泰志
株式会社エコプラン

　YEGに入会した平成23年4月
8日の定時総会の日に第一子が
生まれ、初回から欠席スタートの
青年部活動で、12年在籍の後半
はコロナ禍も重なって欠席がち
となり、反省しております。しか
し、その時間を活用して入会目的
であった「まちづくり」を別の形で
県内にて活動させてもらいまし
た。YEGでは様々な方と出会い、
多くの経験をさせていただきまし
た。この経験を糧に自身の成長に
活かせていければと思います。皆
様ありがとうございました。

木村 大吾
金剛住機株式会社
下関支店

　平成14年度に青年部に入会して、当時の先
輩方や今に至る現役のメンバーに多くのこと
を学びました。青年部での事業や自社の経営に
関する準備・運営・テクニックなどはもちろんで
すが、人それぞれの思いや考え方があり、それ
をどう伝えれば共に動いてくれるのかなど、本
当に自分自身を成長させていただきました。
　令和3年度会長をさせていただいた時、会長
自らが率先してコロナに感染したことは、今と
なってはご愛嬌ということで置いておいて…本
当にメンバー全員に助けてもらった、そして最
高に楽しかった21年間でした。
　この経験を活かし、一旦普通の男の子に戻
り、第二の人生を強く未来へ進んで行きたいと
思います。そして下関YEGの更なる発展を祈
念しております。長い間、本当にありがとうござ
いました。

高山 徹
株式会社高山建工

　YEG活動を通して沢山の人と
出会い、様々な経験をさせていた
だきました。仕事と両立するのが
難しい時期や大変なこともありま
したが、すでに卒会されてる先輩
や現役の皆様にたくさん助けて
いただいたこと、本当に感謝して
います。終わってみれば、とても
楽しい思い出となりました。卒会
後も困ったときには相談できる
先輩や趣味の合う仲間ができた
ことは大きな財産です。15年間
大変お世話になりました。ありが
とうございました。

古谷 雅代
洋菓子工房ひだまり

　平成21年後期に入会して14
年、無事卒会を迎えることができ
ました。これもお世話になった方々
や事務所スタッフ、そして家族の
支えがあってこそのものだと思い
ます。YEGでの活動を通じて本当
に良い出会いと素晴らしい経験
(ジュニエコ等)をさせていただき
ました。今後もこの経験を生かし
て、地域社会に貢献できるように
活動していきます。この14年間、
ご縁をいただいた皆さんに心より
感謝申し上げます。ありがとうござ
いました。

松浦 正徳
松浦司法書士事務所

　１年目は兎に角無我夢中。２年目は
同期メンバーへの対抗意識を持ちつ
つ、１年目以上に意欲的に青年部活動
に参加。それが認められてか、３年目で
初理事(副委員長)。しかし委員長に頼
りっぱなしの浮足状態。４年目は委員
長初経験。副委員長時代とは違う責任
感に押しつぶされそうになる。５年目も
また違う委員会の委員長に。重圧も
あったが、自分より若いメンバーとの交
流で、これまでと違った感覚に。振り返
ればこの時期はゾーンに入っていた。
６年目と７年目はフロア会員に戻り、家
庭のこともあり活動を控えめにする。
　そんな７年間の青年部物語。悔いが
残る部分もありますが、次のステージ
で活かします！

三島 秀昭
株式会社
ナカハラプリンテックス

　平成29年に入会し、あっとい
う間の6年間でした。YEGに入会
したくさんの仲間、先輩、後輩に
出会うことができ、感謝していま
す。ありがとうございました。ま
た、この会での貴重な経験を今後
の社業や自身の成長に活かして
いきたいと思います。
　今まで、大変お世話になりまし
た。これからもみなさんの活躍、
YEGの発展を期待しています。山仲 雅史

株式会社まるまさ

卒 会 者 か ら の ひ と 言
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